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JEWU

Ủy viên Ban Chấp hành Trung ương, Công đoàn

Fujikura

(21)

(16)

(17)

(18)

(19)

(20)

(15)
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Mr. Nojo Masahiro
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全体日程 

 

１．海外実地研修：ベトナム 

 

２．実施日程： 

【国内研修１】 

 2025年 10月 17日（金）13：30－17：30（終了後懇親会を実施） 

 

【海外実地研修】 

 2025年 11月 17日（月）－11月 21日（金） 

2025年 11月 17日（月） 

 14：00 羽田空港集合・結団式 

 16：35 羽田空港発 

 20：45 ハノイ・ノイバイ空港着 

2025年 11月 18日（火） 

 10：00 在ベトナム日本大使館訪問 

 14：00 ベトナム労働総同盟（ＶＧＣＬ）訪問 

 15：30 ベトナム全国商業・工業労働組合（ＶＵＩＴ）表敬訪問 

2025年 11月 19日（水） 

 09：30 ＶＵＩＴ－ＪＣＭ交流会議 

 17：30 交流会議終了 

 18：00 交流夕食会 

2025年 11月 20日（木） 

 10：00 ベトナム鉄鋼総公社（ＶＮスチール）タイグエン鉄鋼訪問 

 12：00 昼食交流会 

 午後 市内視察 

2025年 11月 21日（金） 

 08：35 ハノイ・ノイバイ空港発 

 15：05 羽田空港着 

 

【国内研修２】 

 2025年 12月 18日（木）13：30－17：30  
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国内研修Ⅰ 
 

次第 

 
 

開 催 日： 2025年 10月 17日（金） 

開催場所： ＪＣＭ本部 

 13：30 会議開始、主催者挨拶（5分） 

 13：35 参加者自己紹介・団の確認（35分） 

 14：10 ＪＣＭ国際労働研修プログラムについて（20分） 

14：30 派遣日程・役割分担（班分け）について（60分） 

 15：30 小休憩（10分） 

 

15：40 ベトナムの基礎情報（小髙教授）（講義：60分、質疑：20分） 

 

17：00 渡航手続き・諸注意（30分） 

  －安藤 浩也 株式会社 近畿日本ツーリストコーポレートビジネス 

     第１営業支店 

 17：30 終了予定 

＊   ＊   ＊ 

 18：00 夕食懇親会 「「333（バーバーバー）Vietnamese Restaurant 」」 
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第 18回ＪＣＭ国際労働研修プログラム 役割分担について 

１． 班分け ※敬称略、黄色セル＝班長 

 

 

２． 議事録・報告資料作成分担 

2025 年 11 月 18 日（火） 

 １班：在ベトナム日本大使館訪問 

 ２班：ベトナム労働総同盟（ＶＧＣＬ）訪問 

 ３班：ベトナム全国商業・工業労働組合（ＶＵＩＴ）表敬訪問 

2025 年 11 月 19 日（水） 

 ＶＵＩＴ－ＪＣＭ交流会議 

   １班：議題１ 

   ２班：議題２ 

   ３班：議題３ 

   ４班：議題４ 

2025 年 11 月 20 日（木） 

 ４班：ベトナム鉄鋼総公社（ＶＮスチール）タイグエン鉄鋼訪問 

  

３．インダストリオール加盟のベトナム労働組合との交流会議における発表担当 

交流会議議題 発表担当者 ※敬称略 

議題１「日本のインダストリオール加盟組織の紹介」 ４班 林／真崎 

議題２「日常的な労使間の対話の状況と方法」 ３班 四谷／沖津 

議題３「職場における組合員・労働者とのコミュニケー

ションと彼らの労働組合に対する認識」 

２班 湯浅／山内 

議題４「労働組合の組織運営と活動」 １班 神岡／白谷 

  

班 氏 名 産別 組織

1 白谷 拓也 自動車総連 全トヨタ労働組合連合会

齋藤 純一 自動車総連 全国本田労働組合連合会

神岡 渉 電機連合 オムロングループ労働組合連合会

山下 郁美 ＪＡＭ ＮＯＫグループユニオン

横山 和広 基幹労連 日本基幹産業労働組合連合会

2 山内 一輝 自動車総連 全トヨタ労働組合連合会 フタバ産業労働組合

横山 秀積 電機連合 電機連合

松下 由明 ＪＡＭ ダイキン工業労働組合

三輪 航平 基幹労連 ＪＦＥスチール知多労働組合

湯浅 将一 全電線 フジクラ労働組合

3 今井 雄太 自動車総連 スズキ関連労働組合連合会　スズキ労働組合

沖津 巧士 ＪＡＭ 全矢崎労働組合

四谷 勇磨 ＪＡＭ アズビル労働組合

方波見 祐基 全電線 全日本電線関連産業労働組合連合会

4 真崎 義隆 自動車総連 ダイハツ労働組合

林 卓哉 電機連合 日本電気労働組合

川邊 隆二 ＪＡＭ コマツユニオン

能條 将大 ＪＡＭ アズビル労働組合
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トー・ラム共産党書記長が進める諸政策と 

それが政治、経済、社会に与える影響 

  

2025 年 10 月 17 日 

大東文化大学国際関係学部 小高泰 

於: 全日本金属産業労働組合評議会 国際研修労働研修プログラム 

  

はじめに 

昨年 8月にベトナムの最高権力者の地位に就いたトー・ラム共産党書記長は、権力を掌握

すると直ちに、ベトナムがやがて先進国水準並みの著しい経済成長を達成する青写真を謳

った「新しい紀元、挺身する紀元」というスローガンを打ち出した。その下で即座に実施さ

れたのが、交通違反事案の罰金額の大幅引上げ、ハノイ市中心部の建造物の取り壊し、新た

なオペラ座建設、そして、共産党を含む諸団体と行政機関の統廃合と人事整理、各省・市に

おける行政単位の削減、および各省・市自体の統廃合であった。 

トー・ラム書記長はこれをベトナムが将来的に飛躍するために必要不可欠の「革命」的な

大事業と表しているが、そのために自身の出身地および母体であるフンイエン省と公安部

門から腹心を次々に政治の要職に配置して、短期間のうちに権力構造をそれまでの「集団的

指導」体制から「公安勢力中心の国家」へとシフトさせていった。それゆえに現在の指導部

による諸政策は、公安国家的な体質と切り離せない側面を色濃く有していると言っても過

言ではない。 

本報告では、そうした特徴をもつトー・ラム書記長の権力掌握に至る過程を後追いつつ、

提唱された「新しい紀元」に基づく実施途中の諸政策が政治、社会、経済に与える影響や直

面する課題を概観したい。 

  

1. トー・ラム現指導部の共産党 

(1) トー・ラムの人物像 

(2)グエン・フー・チョン前書記長の下で果たした役割→「汚職撲滅運動」 

チョン前書記長: 2011〜2024/7 まで 3期連続で書記長。一時は国家主席も兼任。2016 年か

ら「炉を焚く闘い」=汚職撲滅運動展開。Viet A 社事件、在外公民救援機派遣汚職事件、Phuc 

Son 社汚職事件等々で国家主席 2名、国家議長 1名、政治局員 4名や現役・元高級指導者を

含めた数千人を逮捕、起訴、処罰。 

※グエン・タン・ズン元首相(2006-2016)時代に 20の企業グループや総公司を設立。工業

化促進も貢献するも利益集団にも大規模な既得権益集中→汚職拡大と公然化、国家予算に

甚大な損害。国家予算を地方に手厚く分配、企業は地方政府指導者に献金、首相は党を凌ぐ

権力→党の威信低下。汚職撲滅運動の機関はズン時代に存在したが政府の指揮下。 

(3)公安大臣=チョン書記長の右腕 

ズン首相時代は政府が党を凌いでいた状況をチョン書記長は取り返す。 

汚職撲滅運動機関を党直属とし、様々な党機関を復活させて党の権力を強化。ついにズン首
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相を退陣させる。 

(4) チョン書記長期では汚職撲滅の手法として公安部門を活用→ 「炉を焚く闘い」は個人

情報を掌握する公安部門が大きな役割。→汚職をしていない者は一人もいない。トー・ラム

公安相は積極的に汚職を摘発してチョン書記長の信頼を得る。 

  

2. 国家主席から党書記長へ 公安国家化への移行 

(1)  「政」」の排除→チョン書記長の方針に沿って摘発。しかし、書記長の病状が悪化す

ると恣意的に排除(「四柱」の国家主席や国会議長等の「引責辞任」が続く)。 

※ 2020 年にハノイ、ホーチミン両市の党書記、副首相 2名が引責辞任。 

※ グエン・スアン・フック国家主席(21 年就任)→23 年に引責辞任。 

チョンは 7月に死去。その直前に、 

※ 次のヴォー・ヴァン・トゥオン国家主席(23 年就任)も 2024 年 3 月に引責辞任。 

※ ヴーン・ディン・フエ国会議長(21 年就任)も 24 年 5月に引責辞任。 

※ これ以外に 24年は党書記局常務、ハノイ市党書記(2020 年辞任とは別の人)、さらに

副首相を引責辞任させる。 

(2) 5 月にトー・ラム公安大臣は現役のまま国家主席に就任、8月に国家主席兼党書記長

に就任、最高権力者の地位へ(10 月に国家主席は辞任)。 

党中央人事の要職に同郷(フンイエン省)や公安出身者を次々に配置。 

→チョン前書記長の汚職撲滅運動をたたき台にして「公安国家」(公安勢力中心)を構築→上

位下達の政権運営 

(3)  「新しい紀元 挺身する紀元」を提唱。党の指導の下、全国民が身を挺して諸外国と

等しい国民所得をもつ社会主義国建設を目指すこと。 

党の指導力の一層の強化、デジタル国家、浪費撲滅、幹部育成、経済成長等々7項目。党・

国家機関の統廃合はそれらの一貫として実施。 

(4) 行政経験のないトー・ラム書記長の提唱する国家建設像は未だ不透明。特に、公安部

門一色の経歴であることに留意。 

  

3. 性急に進められる国家的事業と諸政策 

(1) 2024 年 12 月に突然宣言した「交通違反者の罰則強化」政策→運転免許証の点数制度

(銀行振込へ)、罰金額の大幅引上げ(2.3 万円→11-12 万円)、免許証交付業務を公安に移管。

問題は徴収額の 7割が公安予算になること。テト明けに即座に実施して国民が戸惑い。 

(2) 2025 年 7月に突然「26 年以降ハノイ中心部でガソリン車走行禁止」。 

(3) 各省・市(中央直轄市)の統廃合 

全国 63 から 34省・市に統廃合。昨年 10 月に公にする(元は 2017 年の 18 号決議)。 

※ 2025 年 6 月 12 日の第 15 期第 9回国会において全国各省・市の統廃合決議が採択され

る。 

※63 省・中央直轄市が 34(28 省 6 市)になる。内、19 省と 4 市が新規の行政の単位とな

り、11 省・市は変更なく温存される。 
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※例: 新ホーチミン市はビンズオンとバリア・ブンタウと合併して 2000 万人都市になる。 

(4) 行単位の統廃合(3級から 2級へ)→「省・県・社」から「県」を廃止。 

全国 696 の「県」(=「区」)、その下に 10035 の「社」。「県」の廃止は複数の「社」を合併

させて大きくすること。組織のスリム化、国家管理の効率化、将来的に地域の経済・社会発

展に寄与。 

 

(5) 行政単位/各省・市の統廃合によるメリットとデメリット 

a)目的: 人員削減による国家予算の節減、煩雑な行政手続きの簡略化、 

b)メリット: 広域化による企業のビジネスチャンスの創出(見立てであり結論は不明)、

社会生活の利便性の向上(賛否両論) 

   c)デメリット: 10 万人以上の公務員の失業手法対策、通勤の混乱、住所変更に伴う混

乱(企業は各種書類の変更)、災害発生時の対応の遅れ、広域化による人員手配の遅れ等々。 

  

おわりに 

これまで考察したように、一貫して公安部門に特化したトー・ラム書記長は、統治にまつ

わる行政経験を持たないままに最高権力の地位に就き、電光石火の如く様々な諸政策を打

ち出してきた。とりわけ、各省・市の統廃合や党・行政官庁のスリム化、中間行政単位の廃

止などは、民主主義国家の国家運営ならば長期の検討を要する案件だと考えられるが、それ

を半年あまりで達成させるなど上意下達の手法を進めているのが現状である。 

その目的は、来年 1月に開催予定の第 14 回共産党大会において、自身の正統性を確立す

ることにあると思われる。現在の地位に就いて日が浅いラム書記長は、チョン前書記長の汚

職撲滅運動を契機に公然と合法的に政」を政治の場から追放して地盤固めに腐心している。

性急に何らかの結論を見出そうと上位下達の手法を用いているのはその表れである。上述

の行政単位や統廃合から生じる問題の解決は、すべて党大会後に後回しされている。その意

味で、ベトナムの政治、経済、社会情勢はこれからも混沌とした状態が続くであろう。しか

も、それは 1986 年のドイモイ採択以降、継続していることなのである。（了） 
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第２部 
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海外実地研修 

日程 

 

【海外実地研修】 

 2025年 11月 17日（月）－11月 21日（金） 

 

2025年 11月 17日（月） 

 14：00 羽田空港集合・結団式 

 16：35 羽田空港発 

 20：45 ハノイ・ノイバイ空港着 

 

2025年 11月 18日（火） 

 10：00 在ベトナム日本大使館訪問 

 14：00 ベトナム労働総同盟（ＶＧＣＬ）訪問 

 15：30 ベトナム全国商業・工業労働組合（ＶＵＩＴ）表敬訪問 

 

2025年 11月 19日（水） 

 09：30 ＶＵＩＴ－ＪＣＭ交流会議 

 17：30 交流会議終了 

 18：00 交流夕食会 

 

2025年 11月 20日（木） 

 10：00 ベトナム鉄鋼総公社（ＶＮスチール）タイグエン鉄鋼訪問 

 12：00 昼食交流会 

 午後 市内視察 

 

2025年 11月 21日（金） 

 08：35 ハノイ・ノイバイ空港発 

 15：05 羽田空港着 
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2025 年 11 月 18 日（火） 在ベトナム日本大使館（正式名称） 訪問 

 

訪 問 日 

所 在 地 

対 応 者 

2025年 11月 18日（火） 10：00～11：30 

ベトナム ハノイ市  

（日本大使館）杉原 慶 様（一等書記官） 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       ＜杉原一等書記官＞            ＜会議の様子＞ 

 

１．内容 

【杉原一等書記官の紹介】 

・厚生労働省から派遣。労働・人材関係やハローワークの企画立案に携わってきた。 

・2025年 8月より赴任し、ベトナムの現在の経済状況や雇用情勢について、分析している。 

 

【挨拶】：杉原一等書記官 

・ＪＣＭのベトナム訪問は 10 年ぶりと聞いたが、この 10 年で経済は大きく発展し、活気にあふれてい

る。 

・また、2024 年 8 月にトー・ラム党書記長が就任し、さまざまな変化が起こっている点も踏まえ、ベト

ナムの現在の経済や雇用情勢について説明していく。 

 

２．質疑応答 

Ｑ：ＪＣＭ 石原 

・半導体・ＡＩの産業を積極的に進めていくとあったが、国民の平均年齢が若く、若い労働力がベトナム

の強みと思う。ただ、ホーチミンの出生率は他都市に比べて低いことについて、若い人材の不足感はある

か。国としては、若い人材をどのように教育していこうとしているか。 

Ａ：若い世代に専門学校などできちんと学んでもらい、業界で活躍できる人材を育成していこうと考えて

いるが、一方で若い人があふれている状況もある。学校で学んだ人をどのように半導体・ＡＩ産業で活躍

してもらうかは、政府としてきちんと方針を置ききれていない課題があると考える。 

 

Ｑ：ＪＣＭ 石原 

・ＡＳＥＡＮの中でのベトナムの成長戦略について、他国と比較した優位性やポジションについて、聞き
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たい。他国と比べて強い産業はどのようなものか。 

Ａ：強い産業としては、ユニクロの生産を担うなど、現在は被服産業がある。今後は、半導体・ＡＩの産

業を強化していきたいと考えており、人財教育を通じた成長戦略を国の施策として進めている。 

 

Ｑ：ＪＣＭ 石原 

・最低賃金は月 27,000円（時給換算で 300円ほど）とのことだが、ハノイでは物価が高騰していると聞

いた。（バイクは 80万円、ビルは 8,000万円など）最低賃金で考えると手が届かない水準と考えるが、貧

富の差はどうなっているか。 

Ａ：詳細は把握していないが、ハノイから離れた地方では、最低賃金でも生活できると聞いている。また、

近年は稼ぐために日本へ行く、という選択をする人が減っているという状況にあり、一般的な賃金水準

は、最低賃金よりも高い水準にあると考えられる。 

 

Ｑ：全電線 湯浅 

・年間の休日日数について、日本では年間 121 日の休日を増やそうという動きがあるが、ベトナムでも

あるか。 

Ａ：詳細は後日回答するが、ベトナムは祝日が年間 12日と少なく、週休２日が定着していないため、そ

もそも日本より休日自体は少ない。 

 

Ｑ：ＪＣＭ 石原 

・日曜日のみが休日という企業が多いとのことだが、それについて国民の不満などはないか。 

Ａ：働き者が多く、残業してお金を稼ぎたい、という人が多い印象がある。 

 

Ｑ：基幹労連 三輪 

・ベトナムでは、女性の出産休暇は６ヵ月とのことだが、出産前・出産後で取得できる最大期間か。また、

日本では出産を機に現場から事務へ移る人も多い。ベトナムではどうか。 

Ａ：出産前に２ヵ月、出産後は使用者と合意の上で最短４ヵ月。ベトナムは核家族世帯が少なく、親族・

家族みんなでサポートする文化が根強いため、祖父母が面倒を見ているケースもよくあると聞く。復帰後

の職場異動については、日系企業では希望すれば可能と聞いたことがある。 

 

Ｑ：ＪＡＭ 松下 

・定年退職年齢について、男性は 60歳、女性は 55歳で男女に差があり、今後段階的に男性 62歳、女性

は 60歳まで引き上げるとのことだが、男女平等の施策を進める中でこの差についての扱いや受け止め方

はどうか。また、ジェンダーの平等の意識について、ベトナムでは根付いているか。 

Ａ：後日回答する。ジェンダー平等への意識について、働く女性は多く、活躍している場面も見るが、デ

ータとしてどうなっているかはわからない。イメージとして、役職には男性が多い印象はある。 

 

Ｑ：自動車総連 真崎 

・ＶＩＮＦＡＳＴ（ベトナムのＥＶメーカー）が街中で多く走っているのを見た。ベトナムの主要メーカ

ーはやはりＶＩＮＦＡＳＴか。また、ＥＶのインフラ整備はどの程度進んでいるか。 

Ａ：日本車（トヨタ・ホンダ）や韓国車（ヒュンダイ）も多くみるが、ベトナムメーカーという意味では、
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ＶＩＮＦＡＳＴしか聞かない。ハノイでは、ＥＶ車のみ乗り入れ可能という地域が今後できる予定で、大

きな反響がある。ＥＶのインフラ整備は課題の一つで、充電用のスタンドの不足は話題としてよく挙がる

ので、足りていないということ。ガソリン車を辞めるという方針まではないが、ＥＶを推進していこうと

しているのは間違いない。 

 

Ｑ：自動車総連 齋藤 

・二輪市場としては、ベトナムは大きな市場で、まだまだ多くのガソリンバイクが走っている印象もあ

り、ＥＶ化は日系企業への影響も大きいと考えられるが、ＥＶ化への購入補助などはあるか。また、トラ

ンプ関税の影響はどの程度現れているか。 

Ａ：ＥＶ化の補助、関税影響ともに、経済産業省の者に確認して回答する。ＥＶ化については、国の方針

が出て、混乱もあると聞いている。関税影響については、５月以降は駆け込み需要により、対米輸出が増

えていると聞いている。 

 

Ｑ：電機連合 林 

・在日ベトナム人について、ベトナム人の犯罪率が在日外国人の犯罪において大きな割合を占めるなか、

大使館でセミナーなど啓もう活動を行っているとのことだったが、参加率はどうか。 

・ベトナムが半導体やＡＩに注力するなか、グローバルでは日本は苦戦している状況にある。日系企業に

ベトナム人財として期待するものはあるか。 

Ａ： 

・参加人数などのデータは把握していない。 

・これまでは、何もしなくても選ばれていたが、現在は日本語学校を開設するなど、選んでもらうための

投資を行っている企業も多い。そうした取り組みが、企業としても両国にとっても安定したルートを作る

ことになると期待している。日系の自動車メーカーが、入社につながらなくても、ベトナムの自動車業界

に貢献してもらいたいという思いから、短期大学に電気自動車を寄贈する事例があった。ベトナムへの投

資として、ありがたいこと。 

Ｃ：在日ベトナム人については、コミュニティーに働きかける施策があるといいと感じる。ソフト面の投

資が重要と理解した。 

 

Ｑ：ＪＡＭ 沖津 

・ベトナムの 25歳未満の失業率が７％と高い水準にあることについて、実際に仕事を探そうとする場合、

どのように探すのか。 

・離職率はどうか。 

Ａ： 

・コネや口コミのようなネットワークで入社することが多いと聞く。雇用センター（ハローワークのよう

な施設）もある。企業の際とでリクルートもあるので、それを利用して個人でやっている。 

・大家族が多いので、そこで生活面に自分が貢献するということを重視し、少しでも条件・福利厚生がい

いところへ転職することへのハードルは低いと聞く。企業としても、離職を防ぐために、福利厚生を充実

させるよう進めていると聞く。 

 

Ｑ：電機連合 横山 
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・若い世代の就職について、徴兵制があることで、高校卒業後は軍に入り、その後大学に進むといったキ

ャリアパスか。若年層の失業率が高いが、除隊後に就職しないのか、就職後に離職する人が多いのか、ど

のような状況か。また、若い世代は大都市に集まっているのか。その場合地方の就職率などはどうか。 

Ａ：徴兵制について、大学に進めば１か月の研修のみで、入隊の必要ないと聞いたことがある。失業率の

原因は明確にはわからないが、家族で住んでおり、親が働いているので、すぐに就職するという認識がな

い人も多いかと思う。また、家族から離れたくないという理由で、地方に残る人や戻る人が多く、都市部

の方が労働力不足の課題があると聞く。 

 

Ｑ：全電線 方波見 

日本の電線業界は人手不足が課題で、外国人労働者に頼っている部分がある。ベトナム人が日本で働く時

の要望や望む環境整備はあるか。 

Ａ：日本語を勉強したいという人が多い。また、家族に会いたい人が多いので、帰国休暇が欲しいという

声も聴く。ベトナム文化を感じられる行事をやるなど、孤立しないような工夫があるといいのではない

か。 

 

Ｑ：ＪＡＭ 山下 

・ベトナム人にとって、憧れの人生観・就職観はあるか。将来の人生像はどのように考えているか。 

Ａ：ここに行きたい、などはあまり聞かないが、家族と一緒に暮らすことが一番の夢、という話はよく聞

く。家族を大事にしており、「日本で働きたい」よりも「家族に会いたい」が強い人も多い。 

 

Ｑ：自動車総連 白谷 

・企業における昇進・昇格はどのように決まっていくか。年功序列の風潮が強いか。 

Ａ：年功序列はあまり聞かない。コネや上司に気に入られるかが強い印象はある。 

 

Ｑ：自動車総連 真崎 

・技能実習生として日本で働いたベトナム人は、帰国後に日本で学んだことを生かして働いているか。 

Ａ：ベトナム・日本両国の政府ともに課題と認識している問題。日本語教師として働くのはよく聞くが、

技術などを生かせていない印象が強い。日系企業で働くわけでなく、別企業に行くケースもあると聞く。 

 

Ｑ：電機連合 林 

・都市部では労働力不足という話があったが、政府として半導体・ＡＩ推進の方針について、若い世代が

やりたい仕事と政府方針とでミスマッチがあるか。また、方針についてはトップダウンの認識か、世論に

よるものか。 

Ａ：社会主義国ではあるが、国民の声を反映させようとしている印象はある。 

若い世代としては、やりたい仕事というより福利厚生の充実が重視されていると考えられる。 

 

Ｑ：自動車総連 山内 

・進学率や就職における大卒・高卒の割合などはどうか。 

・働き方に日本との違いはあるか。 

Ａ：進学率は後日回答する。働き方については、大きな差はないものの、仕事中もスマホを見ているなど、
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日本よりも緩い雰囲気はある。また、自分では決めず、上司の決定待ちのような雰囲気は感じる。責任を

取ることを避けようとする傾向があるかもしれない。 

 

Ｑ：ＪＣＭ 中西 

・日本で働く技能実習生が多いので、その分ベトナムへの帰国者も多いと思うが、文化的・社会的に日本

に対するイメージに影響はあるか。 

Ａ：日本でいい時間を過ごした人は日本が好きになり、後輩に勧めたりする人も多いと聞く。もちろん逆

の場合もあり、両極端なイメージはあるが、どちらかというとプラスな印象を持っている人が多いと思

う。 

 

Ｑ：自動車総連 今井 

・ホーチミンとハノイでの人口差は 500万人あるが、労働人口の差は 70万人。この差はどういった理由

か。 

Ａ：労働人口の中に、農業や自営業は含まれていないが、ホーチミンでは農業・自営の人が多いので、そ

の影響と推測する。 

 

Ｑ：ＪＡＭ 川邊 

・国として、心と身体の健康について、何か動きがあるか。 

Ａ：健康寿命を延ばそうとしている。高齢化が進行している中で、デイケアを増やそうとしている。ただ、

家族を大事にするベトナムでは、「デイケアに預ける」ということに抵抗感がある人も多いが、日本式の

デイケアを取り入れようという動きがある。 

 

Ｑ：ＪＡＭ 能條 

・トー・ラム党書記長の就任で改革が進んでいるとのことだったが、ベトナム国民の政治への興味・関心

はどのような状況か。 

Ａ：国民の政治への興味・関心は日本よりもかなり高いと感じる。ベトナムはカフェが多いが、そこでの

話題も政治に関することであることも多い。 

 

Ｑ：自動車総連 山内 

・ＳＮＳはどの程度活用されているのか。 

Ａ：ザロという日本でいう LINEのようなもの、Facebook や TikTokが主流。その中でも TikTokが最も流

行っている。政治的な発信はあまり見かけない。 

 

Ｑ：ＪＣＭ 中西 

・国民の声はどの程度政治に届けられるのか。社会主義国の場合、中国のように公に批判できないイメー

ジもあるが、ベトナムも一党独裁という中で、労働者の声や不満をどのように反映できるか。 

Ａ：知見がなく、この場で回答できない。 
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【閉会挨拶】 

・自動車総連 今井 

貴重はお時間をいただき、感謝する。 

日本にも多くのベトナム人がおり、助けられている面は多い。 

働きやすい環境づくりや、帰国する時に日系企業へいいイメージを持って帰ってもらえるよう、労働組合

として取り組むべきところがたくさんあることを学んだ。 

日本でもしっかり伝えていきたい。 

 

・杉原一等書記官 

ベトナム人労働者を仲間として温かく受け入れてもらうことが重要と考えている。 

安心して働ける環境の整備を進めてもらうことで、友好な関係が築ける。ぜひ労使で取り組んでもらいた

い。 

     ＜集合写真＞ 
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2025年 11 月 18 日（火） ＶＧＣＬ（ベトナム労働総同盟） 訪問 

 

 

報告者：山内 一輝（自動車総連・全トヨタ労連・フタバ産業労組）、横山 秀積（電機連合本部）、 

松下 由明（ＪＡＭ・ダイキン労組・東京支部）、三輪 航平(基幹労連・ＪＦＥスチール知多労組)、 

湯浅 将一（全電線・フジクラ労組） 

        

 

 

 

 

 

 

 

＜フイン副主席＞             ＜出席の方々＞ 

１．内容 

【開会挨拶】 

（フイン副主席） 

・石原事務局次長を始め、ご参加の皆様に対して、組織を代表して心から歓慶の意を申し上げる。今回の

出張・研修に際し、多くの成果があることをお祈り申し上げる。 

（石原事務局次長） 

・ＪＣＭ代表団を温かくお迎え頂き感謝申し上げる。ＶＧＣＬ訪問は 10年ぶりであり、2015年の訪問の

際にも心温まるお迎えを頂いたことにも感謝している。 

・ＪＣＭは自動車・電気機械・鉄鋼・電線の労働組合で 200万人を抱える組織である。このプログラムで

は、国際的な視野を持つ人材の育成を目的として、主にアジア各国を訪問している。 

・現在、日越関係はかつてない広がり・深まりを見せており、特に金属関連産業においては関連する企業

も多く、ベトナムの皆様と協力して関係性を作り上げてきた。技術やノウハウがベトナムの成長につな

がる大きな成果を生み出している。 

・本日の訪問では直接声を伺えることを楽しみにしている。両国の労働者の絆が深まることを願ってい

る。 

 

【説明内容】 

（フイン副主席） 

・ＶＧＣＬは 1929 年に設立し、現在までの 96 年間で多くの研鑽を重ね、成果と発展を遂げてきた。そ

の中で多くの国家と信頼関係を築いてきたが、日本との関係は特に強く、昨年日本へ訪問した際には、

ＪＩＬＡＦ（国際労働財団）との交流を果たした。 

訪 問 日 

所 在 地 

対 応 者 

 

2025年 11月 18日（火） 14：30～15：30 

ベトナム・ハノイ市  

（ＶＧＣＬ）フイン・タイン・スアン HUỲNH THANH XUÂN（副主席）、 

（ＶＵＩＴ）レ・アン・ハイ Lê An Hả i（主席）、他４名 
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・近年、ベトナムは国家組織の再編成やスリム化（ドイモイ）をすすめており、ＶＧＣＬも４層から３層

にスリム化した。ＶＧＣＬの下には 24 の労働組合連合会と 17 の産別労働組合があり 2 層目を形成し

ている。3 層目に各企業の労働組合などが約 63,000 あり、組合員は 1,000 万人を達成しようとしてい

る。現在は 2028年の第 14 回大会を前に、2026年度の中間検討会議に向けて活動しているところ。 

＜大会目標＞ 

① 国家を代表する唯一の労働組合として、強い役割を果たす労働組合組織をつくること 

② ＤＸを労働組合の中で進めていくこと 

③ 法律的な面での組合員の強化、スキルアップ向上により新しい時代に合わせていくこと 

④ 労働組合の人財育成に向けて法律知識や役員の意識向上などの経験・スキルを高めていくこと 

 

２．質疑応答（ＶＧＣＬ側回答はすべて副主席） 

Ｑ：ＪＣＭ 石原 

・日本の連合の組合員数は 700万人を切っており、組織率も 16％

ほどで、特に中小企業の組織力に課題を抱えている。一方で、

ＶＧＣＬは 1,000 万人の組合員数を抱える大きな組織となって

いる。組織力を高めるにあたって組合員への声掛けの仕方につ

いての工夫や課題があれば聞きたい。 

Ａ：労働組合に対する考え方が異なり、法律や憲法などの政策立案においても効果を発揮していること

で、国民から愛される存在になっている。労働組合が協調的・安定・職場を良くすることに尽力して

いる。労働組合は地方自治体や国と連携しながら、働くものの声を上げることでも重要な役割を果

たしている。私たちは、労働者の利益を守ることを目的としている。例えば、人材育成、安全、労働

条件、女性活躍について、会社・国とも議論を行っている。そのために組織力の向上が重要であり、

単組における人材育成をサポートするための具体的な計画を立てて実行している。また、組合員加

入率の目標の設定や、20名を超えたら組織化していくなど具体的目標を実践している。 

 

Ｑ：自動車総連 齋藤 

・組織化強化において、組合員への具体的な情報発信の手法につ

いて聞きたい。 

 

 

 

 

Ａ：地方や拠点によって違うが、労働組合の設立にむけたモデルがある。労働組合に加わることでの権利

保護などのメリットを伝える。並行して経営側に対しても組合化について説得している。また、技能

協議会を開催し組合員の能力向上を後押しするなど、企業にとってもメリットを感じてもらう取り

組みを行っている。また、会計的なサポートも実施している。 
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Ｑ：自動車総連 真崎 

・対話で政策を作っていくという説明があったが、政府と共に作

っていくのか、あるいは労組単体で作っているのか。 

 

 

 

 

Ａ：専従役員が８名おり、労働組合で政策を作る機能があるほか、党の役員や一般代議員として各委員会

の中に労働組合が参画して労働法の素案を出して立案プロセスの議論に一緒に入っている。 

 

Ｑ：電機連合 林 

・労働者の利益・権利を向上する上で、賃金水準改善も重要だと

の話があったが、日本では連合が主体となって春に交渉を行っ

ている。インフレが進んでいるので賃金、特に初任給は上がっ

ているが、現場で働く人の実質賃金は上がっていないという課

題がある。ベトナムではどうか。 

 

Ａ：労働組合が代表となって、国家と賃金の議論している。その議論を行ったうえで最低賃金が決まって

いるため、日本の春闘と同じように感じる。直近 5年間では、最低賃金 20％賃上げを実現しており、

直近では 2.7％を達成している。まだまだ課題は多いと感じており、引き続き、議論を行ってさらに

条件向上に努めていく必要がある。 

 

＜集合写真＞ 
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第 18回ＪＣＭ国際労働研修プログラム 

2025年 11 月 18 日（火）ベトナム全国商業・工業労働組合（VUIT）訪問 

 

 

 

報告者：方波見 祐基（全電線） 

訪 問 日 

所 在 地 

対 応 者 

 

2025年 11月 18日（火） 17：15～17：30 

23, Pho Nguyen Van Huyen, Nghia Do, Hanoi 

レ・アン・ハイ（Le An Hai）主席 

書記局各部局代表 

     

           

       ＜レ・アン・ハイ（Le An Hai）主席＞ 

 

１．内容 

【挨拶】ハイ主席 

・本日は道路が混んでいて、開始時間が遅れたが、忙しいなか JCM 国際研修プログラム参加者がＶＵＩ

Ｔに来ていただきとても感謝している。ＶＵＩＴは副主席が 2人と 4つの委員会で構成させている。 

4 つの委員会のうち、3 つが女性委員長であり、もう 1 つは男性が女性委員会の委員長を務めている。

ＶＵＩＴは女性が強い組織となっている。 

・2025年８月 18日に本部がこの事務所に移転したばかりである。 

 

【挨拶】ＪＣＭ石原事務局次長 

・暖かく我々を出迎えて頂き感謝する。また先ほどＶＧＣＬでも出席していただき、さらにＶＵＩＴ訪問

の機会を与えて頂き重ねて感謝する。ベトナムの交通事情により、17 時を過ぎた時間に訪問してしま

い、皆様の家族と過ごす時間を奪ってしまい大変申し訳ない。 

おかげさまで交通事情がわかり、我々は自動車産業の方がいるため、今後ベトナムの自動車産業にどん

なことが協力できるか参考になった。 

・副主席を中心にここにいる 10人中６人が女性であり、女性がしかるべきポジションについて活躍して

ることに驚いた。我々、ＪＣＭ国際研修プログラム参加者は 20 人ほどいるが、女性は１人のみとなっ

てる。インダストリオール世界大会では女性の出席を 40％としていたが、日本の製造業はまだ女性活躍

に及んでいないと考える。 
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・本来ならいろいろと質問をしたいが到着が遅くなりこれ以上、皆さんの時間を取るわけにはいかない

ので、挨拶のみとしたい。こうしてスタッフの皆さんと会うことができ、ＶＵＩＴ事務所の雰囲気を見

れてとても良かったと思う。明日のベトナム労組交流会では 1日実りのある時間になると思っているの

で、今日は飲みすぎないようにして明日に備えようと思っている。 

 

【挨拶】ハイ主席 

・お酒は飲んでいい。明日は様々な経験を意見交換し、相互理解をしていきたい。 

明日は直属の単組・企業が参加し、金属の分野にかかわる電機・電子や紙などの企業がプレゼンテーシ

ョンを行う予定である。私はこの役職についてまだ日が浅いため、石原さんをはじめ皆さまから様々な

ことを学びたいと思う。 

 

＜集合写真＞ 
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2025 年 11 月 19日（水） ＶＵＩＴ交流会議 

 

報告者：林 卓哉（電機連合・日本電気労働組合）、真崎 義隆（自動車総連・ダイハツ労連） 

訪 問 日 

所 在 地 

対 応 者 

 

2025年 11月 19 日（水） 9：30～17：30 

ベトナム・ハノイ市  

（日本側）21 名 

（ベトナム側）32 名 

【挨拶】 

ＪＣＭ 石原事務局次長 

・ＶＵＩＴの温かい歓迎に深い敬意と感謝を表する。 

・日本とベトナムの繋がりは、もはや切り離せないほど密接に関係しており、私たちＪＣＭに加盟する多

くの組織も、ベトナムに拠点を持ち、同じ目標に向かって努力を重ねている。 

・ＶＵＩＴの活動は私たちが目指す姿とも重なっており、極めて重要と考えている。 

・経済の発展には労働者が不可欠で、背景に違いはあっても、共通する悩みもあるうえ、目指す方向に共

感している。 

・率直な意見交換を深め、両国の労働者の声を世界に発信できるよう、今後の活動のヒントとなることを

期待する。 

 

ＶＵＩＴ ハイ主席 

・インダストリオール世界大会の成功と、金子さんの副会長就任を心よりお祝いする。 

・これまで情報共有を密に行ってきて、双方に訪問することが叶った。 

・ＪＣＭの組織や労使関係について、共通する役割や目標を多く見出している。 

・似ているところ、異なるところ、サポートできるところ、お互いに刺激しあえるところなど、活発な質

疑によって、有意義な会議となることを期待する。 

 

議題１．「インダストリオール加盟組織の紹介」 

 

報告者：林 卓哉（電機連合・日本電気労働組合）、真崎 義隆（自動車総連・ダイハツ労連） 

 

【日本側：電機連合・日本電気労働組合 林卓哉／自動車総連・ダイハツ労連 真崎 義隆】 

  

JC    

 Yoshitaka  azaki Daihatsu Automobile  orkers  Unions  JA  
 Takuya Hayashi NEC  orkers  Unions  JEIU 



30 

 

 

 

 

 

 



31 
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【ベトナム側：ＶＵＩＴ ハイ主席】 
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【質疑応答】 

Ｑ：電機連合 神岡 

・ＶＵＩＴの組織について、４つの委員会の中で、ジェンダーに関するものと広報が同じ委員会である

が、その背景を聞きたい。 

Ａ：元々、６つあった委員会を効率化のために４つに統合した。その時に、別の委員会だった情宣関係と

ジェンダーに関するものとは共通して取り組むことが多く、１つの委員会とした。今後、さらに組織の効

率化を進め、２つの委員会（対外委員会／財政・監査委員会）とすることを計画している。 
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Ｑ：ＶＵＩＴ ハイ主席 

・説明の中で３つの最低賃金（地域別・特定・労働協約）の話があったが、春闘はどのように行うのか。

ＪＣＭの加盟産別のどこがどこに対して要求するのか。 

Ａ：基本的に、日本は企業別労働組合が多いため、それぞれの会社とその労働組合が春闘を行い、産別は

共通の目標や方針を打ち出す役割。 

・最低賃金については、地域ごとの審議会で地域別最低賃金が定められ、さらに必要と判断された特定の

産業を対象として特定最低賃金が決定するため、春闘における賃上げと最低賃金は別の枠組みの中で考

えられている。 

 

Ｑ：ＶＵＩＴ ハイ主席 

・産別の方針となる数値や、春闘での要求値は何に基づいて決めていくのか。企業で決められるものなの

か、政府から何か数値が出されるのか。また、政府は春闘にどのように関わっているのか。 

Ａ：電機連合 林 

・日本電気連合では、生計費・生産性・労働力市場の３つの基準で決めている。 

Ａ：電機連合 横山 

・産別の対応について回答する。電機連合では、賃上げ要求検討の根拠となる数値面の分析を担ってい

る。加盟組合に賃金実態調査を実施し、生活実態調査を各個人向けに行う。そこで得られた結果から産別

の中で中心的な役割を果たしている単組の議論を踏まえ、水準を決定する。 

Ａ：ＪＣＭ 石原事務局次長 

・政府の対応について回答する。日本においては、あくまで労使自治（当事者以外は介入できない）が基

本とされているため、政府としてインフレ率などの数値を出すことはあっても、判断や水準決定に介入す

ることはない。最終判断はあくまでも、それぞれの当事者である労使間で行われる。                             
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議題２「日常的な労使間の対話の状況と方法」 

 

【日本側：ＪＡＭ・全矢崎労働組合 沖津 巧士】 
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＜報告概要＞ 

１．労働組合概要 

名  称：全矢崎労働組合 

結  成：1963 年 

組合員数：5,917 名（2025 年 10 月現在） 

加入形態：ユニオンショップ制 

支部体制：本部のある静岡県裾野市を中心に、12 支部体制。 

 

（１）労使対話の枠組み 

全矢崎労働組合結成を機に署名された『労使共同宣言（2013 年締結）』に基づき、信頼を基盤とした協

力、健康な人材育成、働きがい向上、社会貢献を重視。 

（共同宣言概要） 

1. 揺るがぬ「労使相互信頼」を基盤とした相互発展のための協力 

2. 心身ともに健康な人を「育む」風土・文化の醸成 

3. グローバル化と従業員・組合員の「働きがい」の向上 

4. 更なる社会発展への貢献 
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（２）対話の内容 

 対話の種類に応じた出席者、対話内容を規定している。 

業績説明会で経営情報共有 

賃金改定・一時金交渉（トップ会談・団体交渉） 

制度改定（労働協約変更） 

労使懇話会で経営層との意見交換 

安全衛生委員会で労災防止・健康保持 

（組合の基本姿勢） 

『労使相互信頼』を掲げ、企業危機時の協力や関係構築を重視している。 

経営の危機的状況、自然災害、感染症拡大なども労使の相互信頼に基づく「オール矢崎」体制で乗り

越える 

 

【日本側：ＪＡＭ・アズビル労働組合 四谷 勇磨】 
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＜報告概要＞ 

１．会社概要 

アズビル株式会社は 1906 年創業、従業員約 8,922 名（連結）。『人を中心としたオートメーション』を

理念に、計測・制御技術で社会貢献。 

（１）事業領域 

ビルディングオートメーション、アドバンスオートメーション、ライフオートメーション事業を展開。 

２．労働組合概要 

（１）組合員約 3,758 名（2025 年 10 月現在）、発足 1946 年、JAM 加盟、ユニオンショップ制。 

（２）労使対話の状況と方法 

協議の精神：対等な立場で徹底的に話し合い、合意形成 

協議会の種類：全社経営協議会（年 7 回）、賃金改定協議（春闘）、事業別・部門別協議会、

全社窓口協議会（月 12 回以上）、地域窓口協議会（年 4 回以上） 

特徴：特定時期に限らず日常的に協議、組合員の声を経営に反映 

賃金改定協議 

データ分析に基づく目標設定、長期安定を重視、利己的要求ではなく相互尊重。 

 

【ベトナム側：ベトナム鉄鋼総公社労働組合（ＶＮＳＴＥＥＬ）：ド・ディン・チュオン主席】 
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＜報告概要＞ 

１．会社概要 

ベトナム鉄鋼連合は鉱石採掘、鉄鋼生産・取引、関連設備事業を中心に展開。その他、金融投資、港湾

開発、物流、倉庫、オフィスビル、住宅、ホテル、労働力輸出など幅広い事業を実施。 

（１）労働組合概要 

31の労働組合、約 11,000 名の組合員が所属し、全国で活動。 

（２）労使対話の目的 

生産・事業状況、ポリシー、権利・義務に関する理解と情報共有を強化 

・労働条件、賃金、福利厚生改善に向けた交渉 

・法令遵守、労働協約の履行監視 

・労働争議防止、迅速な問題解決 

２．実施内容 

定期的な会議、情報交換、提案受付（組合グループ、社内ネットワーク、提案箱） 

福利厚生改善提案（食事、住宅、交通費など） 

労働安全衛生、労働時間管理、残業削減 

３．成果 

調和の取れた安定的な労使関係を構築し、ストライキ発生なし。企業発展と労働者生活向上に貢献。  
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【ベトナム動力機械・農業機器総公社労働組合：マイ・マイン・ズン主席】
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＜報告概要＞ 

１．労働組合概要 

（１）設立：1997年 1月 9 日、ベトナム機械冶金産業労働組合の決定により VEAM 労働組合が設立。 

（２）初期構成：16の草の根労働組合（約 8,000人）、外国資本との合弁労働組合を含む。 

（３）6回の大会を経て、24の草の根労働組合を管理（6労働組合、5国営企業、13株式会社）。 

２. 規模と役割 

（１）従業員数：2025年時点で 15,044名。 

（２）組織構造：草の根連合 23拠点、執行委員会 21名、常任委員会 7名 

（３）平均給与：2021～2025 年の平均は 12,270,000 VND（約 73,620円／月）。 

（４）主な活動と成果 

労働者の権利保護：正当な権利を守り、生活支援（例：テト時の補助金、奨学金）。 

労使関係の調和：企業との協力、安定した労働環境の構築。 

専門的活動・模範運動：安全衛生コンテスト、FDI 企業とのセミナー。 

３．社会福祉・慈善活動 

台風被害地域への農業機械寄贈（例：耕運機 10台） 

COVID-19対策支援（病院へ 100,000,000 VND寄付） 

文化・スポーツ活動：記念イベント、スポーツ大会、女性の日の祝賀。 

４．顕著な実績 

労働勲章（複数回受賞：2007 年、2012年、2016年） 

20周年記念で「労働勲章一等級」を受賞。 

５. 今後の方向性 

草の根労働組合の活動質向上、特に合弁事業単位。 

労働者の知識・スキル向上。 

調和の取れた労使関係の強化。 

従業員の権利保護と福利厚生の充実。 
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議題３「職場における組合員・労働者とのコミュニケーションと彼らの労働組合に対する認識」 

 

 

【日本側：フタバ産業労働組合 山内 一輝】 

１．説明内容(スライドは左から右へ) 
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【日本側：フジクラ労働組合 湯浅 将一】 

 



51 
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【ベトナム側：トヨタ・ベトナム労働組合（ＶＵＩＴ)】 

１．説明内容(スライドは左から右へ)  

 

 

●トヨタベトナム（TMV）とトヨタベトナムユニオンの紹介 

・1995 年に設立し、従業員数は 1,406 人である。 

・労働組合は 1997 年に設立し、執行部は 11 名、4 つの専⾨委員会と 14 の組合小委員会で構成されてい

る。組合事務所は会社の総務部以外の場所に置き、組合員が気軽に相談できるようにしている。 

・2028 年までに年間労働時間を 2,000 時間に削減し、土曜日をすべて休日とすることを目指している。 

・早期退職者は 62歳までとなっている。 

・組合の年間行動計画を作成し、会社側および従業員に共有をしている。 
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●「職場における組合員および労働者とのコミュニケーション、組合の役割に対する意識」 

・組合-従業員-雇⽤主間の双方向の情報交換を行い、労使紛争を未然に防いでいる。 

・トヨタ日本の指導のもと、組合と会社の関係は同じ車軸の 2 つの車輪のようなものであり、会社の発

展と従業員の利益を目指している。また、労働組合は従業員と会社をつなぐ架け橋であり、会社にとって

信頼できるサポート役であると考えている。 

・組合員との対話の実施プロセスとしては、まず計画をしっかり立て、直接定期的に意見を聞きに行った

り、オンラインアンケートを行い問題点を分析し対応を行っている。 

・労働会議にて会社の取締役会と組合役員や組合員が意見を共有する場がある。また、実際に現場で組合

員と⼈事部が話し合いを⾏い、2025 年の給与方針について組合員に説明をしている。活動の内容は組合

員に月次でフィードバックしているため、トヨタベトナム労働組合は組合員から信頼を得ている。 

 ・トヨタベトナム労働組合の教訓としては、問題が発生した場合、積極的かつ迅速に対応を行い、行動

計画を立てて会社と従業員の状況を理解し解決することで、従業員の利益と会社の発展に繋がっている

と考えている。 
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【ベトナム側：スズキ・ベトナム労働組合（ＶＵＩＴ)】 

 

●ベトナムスズキ株式会社（VISUCO）とスズキ・ベトナム労働組合の紹介 

・1995年に設立し、SMC の 100％出資⼦会社。 

・ロンビンに工場（⾯積 159,152 ㎡）車もバイクを作っている。 

・ハノイにオフィス、ホーチミンに直営店がある。自動車販売店は 40 店舗であるが、二輪車の販売店は

145 店舗と自動車よりもかなり多くの販売店舗がある。 

・労働組合は 1997 年に設立し、執行部は 9 名で構成されている。 

・毎年組合は活動計画を立てて実行をしている。 

 
●組合員とのコミュニケーションと労使関係 

組合員とはユニオンリーダーを通じたコメント、意見箱、コードによるアンケートによる 3 点でコミュ

ニケーションを取っている。 

アンケートを QR コード化して会社に置き、組合員は QR コードを読み込みアンケートに回答すると、

直接経営陣に連絡がいく仕組みとなっており、もし経営陣が対応が出来ない場合は労働組合に連絡が入

り協議を行う。 

・ベトナムの法律に基づき、経営側と月に 1 回労働会議を行い、会社の経営状況や従業員からの要望を

確認している。 

・給与と一時金については、12 月に経営側と組合員執行部が協議を行い、過去 3 年平均一時金は約 4 か

月、過去 3 年平均給与は約 10％増加している。 

・福利厚生については、組合員の食事などの職場環境や旅費手当、従業員の子供のための福利厚生を協議

している。 
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●労使関係構築に関する労働組合の視点 

１．協力-尊重-共有 

組合は組合員と経営側双方が企業の発展において重要な役割を果たすと考えており、お互いの権利と利

益の尊重・相互発展のための協力と情報共有が必要。 

２．対話が基礎である連合 

定期的な対話と意見交換が労使紛争の予防と問題の迅速な解決につながる。 

３．利益の調和と確保 

組合員の権利を保護するため、経営側と労働条件の整備が必要。 

４．法律順守と団体交渉 

労働法および労働組合法を遵守し、団体交渉を行う。 

５．ポジティブな職場環境を構築する 

安全で安心した職場環境、福利厚生の改善、組合員のスキルアップをサポートし、会社への貢献が必要。 

・このような取り組みをした結果、過去にストライキを起こしたことがない。またフレックス勤務なども

導入しており働きやすい環境が整っている。 
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２．質疑応答 

Ｑ：全電線 方波見 

若い世代の組合員の関与について伺いたい。 

日本の単組では、若い世代の組合員において、組合活動に対する意見が出にくく、関心が低い傾向にある

ことが課題となっている。ベトナムでは、若い世代の組合員に対して、組合活動への関心を高めるために

どのような働きかけを行っているのか？具体的な取り組みがあれば教えていただきたい。 

Ａ：ベトナム側 

ベトナムでは、組合員の約 60％が若い世代である。労働組合への加入は勧められて行うケースが多いが、

加入後は権利が守られることなどのメリットを実感し、関与度も高くなっている。その結果、95％以上

の組合員が加入を継続している。また、スポーツ活動や褒賞、家族へのフォローといった取り組みも、若

い世代の関心を高める要因となっている。共産党の指導のもとで組合の役割が明確に定められており、そ

の枠組みの中で最善を尽くすことが、結果として企業の発展にもつながっている。 

 

Ｑ：ベトナム側 

日本企業で働く外国人の労働者は多いが、全員が組合員になっているのか？ 

Ａ：スズキ労働組合 今井 

スズキでは、インドから日本に来て働いている方が多く正規登用されれば組合員になっている。労働組合

役員という観点で見ると、現状では外国人はいない。 

 

Ａ：電機連合 横山 

・電機連合では、技能実習生も一部組合員としていることもある。組合費については、負担がないように

工夫している。 

 

Ａ：ＪＣＭ 石原 

・海外に勤務しているグループ会社の従業員の組合員化については、日本として十分なネットワークを

持っておらず、現状では把握できていない。今後は、このような国際交流を通じて情報交換を行い、海外

の労働組合とのネットワーク構築を進めていきたいと考えている。 

 

Ｑ：ベトナム側 

・組合活動は勤務時間内に行っているのか？ 

Ａ：ＪＡＭ 川邉 

・基本的に、労働組合活動と会社の事業活動は、人・物・金の面で明確に線を引き、それぞれの役割を分

けて活動している。 

Ｑ：ベトナム側 

組合アプリやマスコットキャラクターについて何か効果はあったか？ 

Ａ：全電線 湯浅 

・フジクラでは、アプリ導入から１年８カ月が経過した。賃金改定時期になるとよいリアクションがあ

り、効果があったと言える。一方でログイン率が低いといった課題はあり、マスコットキャラクターを活

用していくことで向上につなげていきたいと考えている。 
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議題４：「労働組合の組織運営と活動／産別労働組合・上部団体の役割と活動」 

 

 

【日本側：白谷 拓也 自動車総連 全トヨタ労働組合連合会】 

 

 

設立・規模 

・1972 年設立、2022 年に 50 周年。現在会長はトヨタ自動車労働組合の前委員長。 

・組合員 製造 30.4 万人、販売 5.8 万人 

・加盟組合数 製造 126 組合・販売 181 組合 

 

組織率・構成 

・自動車総連全体における全ト組合員数 45％ 

・連合愛知全体における自動車総連加盟組合員数 46％ 

・組合数 500 人未満が 45％、300 人未満が 31%。5,000 人以上の大規模組合は９％ 

・執行部体制 専従者あり 48組合、専従者なし 78 労組 
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大切にしている考え方 

・基本理念 トヨタはひとつ、労働条件の長期安定的向上、ＳＧＺ（ステンドグラス全ト） 

・活動の原則 自主的・民主的運営、社会的使命、労使相互信頼 
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支援活動 

・組織強化活動 

オルグ担当者の設置 交渉環境づくり、各種セミナーを通じた人材育成 

・労働諸条件の維持・向上  

賃金課題把握・比較ツールの展開、水準アップに向けた指標づくり社会、他組織の情報展開、 

活動好事例の共有 

・共済活動や余暇支援活動  

  スケールメリットを活かした情報提供、安心の素：ゆうゆう共済、お得の素：キラキラの素クラブ

オフ 
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情報発信 

・組合員とその家族に向けた機関紙「Ｚ・ＯＮＥ」を年 11回発行 

 

課題認識 

・人材確保が一段と難しくなっている。中小企業の方が状況はより深刻 

・労働条件や職場環境の改善、働きがいの向上を図る必要がある 

・持続的なサプライチェーンに確立に向け、仲間のための取り組みを広げる必要あり 
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【日本側：神岡 渉 電機連合 オムロングループ労働組合連合会】 

 

 

組織概要 

・ＯＧＵは約 6,000 名の組合員で構成され、複数の組合が連携して活動している 

 

事業領域 

・企業向けオートメーション事業、血圧計・体温計などのヘルスケア製品を展開 

 

活動目的・方針 

・組合員と組合員を支える家族の幸せの実現 

・環境対策など幅広い活動領域を持つ 
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日本の労働組合の概要 

・日本国憲法や労働三法（労働基準法、労働組合法、労働関係調整法）に基づき活動 

・労働者の権利保護を重視し、組合活動を展開 

・企業別労働組合が中心であり、多くは労使協調を志向し、労使間での信頼関係構築を重視 

・労働組合は労働条件の維持・改善、職場環境の向上、労使協議による協調的関係の構築が目的 

・連合―産業別組合―企業別労働組合の３層構造で組織 

 

【ＯＧＵ】 

・オムロングループ会社それぞれに労働組合を組織。各労使間で労働協約を締結 

・労働組合の目的：組合員の結束と相互扶助の組織とにより労働者の利益を擁護し労働条件の維持改善

をはかり、労働者の経済的・社会的地位の向上をはかる 

・連合―産業別労働組合（電気連合）―ＯＧＵ 

 

 

日本の労働組合の組織運営 

・ユニオンショップ協定 約 66％ 

・組合費 基本賃金の約１～２％ 

 

【ＯＧＵ】 

・オープンショップ・ユニオンショップの組織が混在 

・組合費 基本賃金×1.4～1.8％程度 
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日本の労働組合の活動 

・春闘（賃上げ交渉）、経営対策活動、職場改善、共済活動、社会的活動 

 

【ＯＧＵ】 

・春闘 連合、産別の水準に沿って要求金額を設定・交渉 

・経営対策活動 決算・事業計画を定期的に会議体で開催・協議、事業再編や人員計画は都度確認 

・職場改善 職場委員を中心に活動。労働者から安全衛生委員を選出し、安全衛生委員会に参画 

・共済活動 労使の共済会を通じた共済の提供 

・社会的活動 地域行事への参画、電機連合を通じた政策制度実現 

 

 

【ベトナム側：グエン・ヴィ・トゥオン・トゥイェット 電子産業総公社労働組合副主席】 
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組織概要 

・会社設立 1995 年  

・労働組合設立 1997 年 

・組合員数 約 500 名、16 の基礎組合で構成。女性比率は約 40％ 
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労働組合の役割 

・労働者の権利保護、企業経営の安定支援、および国家方針の実現への貢献という三重の役割を担う 

・主な活動 組合活動、労使会議、組合役委員向けの研修やセミナー実施、表彰、苦情解決、安全衛

生、文体スポーツ、女性・児童ケア、社会貢献活動 
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取り組みの成果 

・すべての労働組合が定期的な労使会議を開催 

90％以上の部門が労働協約を締結 

 

今後の課題 

・労働組合役員の能力強化、組合員の増加、活動強化 

 

 

【ヴ・トゥオン・トゥ ベトナム鉄鋼総公社労働組合／タイグエン鉄鋼労働組合主席】 

 

ベトナム工業貿易組合と日本金属連合 

ベトナム産業労働組合のリーダーの皆様、日本金属労働組合事務局次⻑殿、ご列席の皆様こんにち

は。本日は、ベトナム労働組合と日本⾦属労働組合の交流ワークショップに出席し、講演できること

を大変嬉しく思う。日本⾦属労働組合代表団の皆様、ベトナム労働組合の指導者の皆様、そして代表

者の皆様のご健康とご活躍をお祈り申し上げる。①組織概要、②労働組合の紹介、③主な活動内容 3

つのトピックについて報告する。 

 

組織概要 

タイグエン鉄鋼労働組合は、2009 年に株式会社化され、国が 60%出資する大手鉄鋼メーカーの労働組

合である。19の組合員組織と 54 部門を持ち、全国規模で展開。女性比率は約 28%。主な事業は鉱山

採掘から製鋼、建設用鋼材の生産まで一貫して行う。 

 

労働組合の紹介 

労働者の権利保護、福利厚生の充実、職場環境の改善、労使協議の推進を主な目的とする。労働協約

の締結や労働者代表会議の開催を通じて、労働条件の向上と企業の安定経営を両立。内部規則や給 

与規定への意見反映、経営政策への参画も行う。 

 

主な活動内容 

労働者の権利擁護：労働協約締結、労働者代表会議、労使交渉、内部規則・給与規定への 

意見反映。 
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福利厚生 健康診断、集団休暇、文化・スポーツイベント、寮・浴場・食堂の整備。 

家族・子ども支援 工場見学や体験イベント、学業優秀者への奨学金、困難家庭への学費支援、子ども

へのプレゼント。 

若手人材育成 技能向上、教育研修、組合員のスキルアップ。 

災害・困難時支援 災害時の食料・物資配布、家族支援、地域の貧困家庭や病院への物資提供。 

地域貢献 病院支援、地域イベント参加、社会的弱者支援。 

 

課題と今後の方針 

民営化・IT 化・社会変化への対応、組合活動の柔軟性や財政基盤の強化が課題。 

組合員の教育・スキル向上、若手人材の確保・育成、現場密着型支援の強化が今後の重点。福利厚生

や家族支援、地域貢献活動の充実、災害対応力の強化も継続的に推進していく。 

 

閉会式 

ＪＣＭ 石原： 

改めて、本日は 8時間にわたり真摯な議論をいただき感謝する。活発な質疑と丁寧なご回答に、互い

の労をねぎらい拍手を送りたい。今回の対話を通じて、対話の重要性を改めて確認するとともに、グ

ローバルネットワークの機会がいかに貴重であるかを再認識することができた。このような場を設け

ることができたことを、大変嬉しく思う。本日の議論を終わりではなく、新たなスタートと捉え、今

後も継続的に交流を深めていけることを期待している。 

 

ＶＵＩＴ レ・アン・ハイ： 

この度は、遠方よりベトナムにお越しいただき、心より感謝申し上げる。まだまだ話したいことが 

あり、時間が足りないと感じるほど充実した交流となった。代表して厚く御礼申し上げる。今回の場

を通じて、ＪＣＭとＶＵＩＴの交流を一層深めることができた。それぞれの活動内容を共有し、課題

の把握に加え、有益な情報交換ができたことは大変意義深いものと感じている。また、直接単組の実

情や取り組みを確認できたことで、現場の良い点や直面している困難も含め、お互いの理解を深める

ことができた。まさに経験や知見の共有が実現できた有意義な時間だったと確信している。 
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第 18回ＪＣＭ国際労働研修プログラム 

2025年 11 月 20 日（木） タイグエン鉄鋼株式会社 訪問 

 

報告者：林 卓哉(電機連合・日本電気労働組合玉川支部） 

訪 問 日 

所 在 地 

対 応 者 

 

2025年 11月 20日（木） 10：00～12：00 

ベトナム・タイグエン省  

（会社）グエン・ミン・ハイン    Nguyen Minh Hanh （タイグエン鉄鋼社長／党委） 

    チャン・タイ・ズン   Tran Thai Dung（タイグエン鉄鋼副社長） 

    会社総務部３名 

（組合）ヴオン・ドゥイ・カイン  Vuong Duy Khnah（ベトナム鉄鋼総公社労働組合主席） 

    ヴ・トゥオン・トゥ   Vu Thuong Thu（タイグエン鉄鋼労働組合主席） 

    労働組合執行委員９名 

    ベトナム全国商業・工業労働組合（ＶＵＩＴ）本部３名 トゥアン国際担当 

 

１．内容 

【挨拶】 

・ベトナム側代表が日本金属労働組合代表団の訪問を歓迎し、両国の協力関係の強化と今後の発展への

期待が表明された。 

・出席者紹介：ベトナム労働組合幹部、ＶＮスチール（ベトナム鉄鋼総公社）、タイグエン鉄鋼の経営陣・

労働組合代表、日本側代表団が紹介された。 

・両国の労働組合・企業間の交流の意義を強調し、感謝と歓迎の言葉が述べられた。 

【説明内容】 

・ベトナム鉄鋼総公社の説明 

- 設立 30年以上、ベトナム最大級の鉄鋼メーカー。 

- これまでに 8,400万トン以上の鋼材を市場に供給している。 

- 12,000名以上の組合員を擁し、全国８省・都市に拠点を展開している。 

- 住友など日本企業との合弁事業を複数展開している。 

- 31の直属組織を持ち、幅広い事業を展開している。 

- 合弁事業を通じて技術移転や経営ノウハウの共有を推進している。 

- 労働組合活動を重視し、労働条件や安全衛生基準の向上に努めている。 

・タイグエン鉄鋼株式会社の説明 

- 1959年設立、ベトナム初の大規模製鉄所。 

- 15の事業部門、約 4,300名の組合員を有する。 

- 年間生産能力は 110万トン超。 

- 製品は橋梁、国会議事堂、送電線など国内外の大型インフラに採用されている。 

- 製品ラインナップは鉄筋、鋼材、鋼板、造船用鋼材など多岐にわたる。 

- ISO9001:2015等の品質管理システムを導入し、製品・職場の安全性向上を図る。 

- 以下のような福利厚生施設を整備し、従業員の生活環境向上に注力している。 

社宅の整備：14棟の住居施設を提供。 
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浴場・洗濯設備：28か所の浴場・洗濯場を設置。 

食堂・休憩所：従業員用の食堂や休憩スペースを完備。 

家族向け施設：家族も利用可能な施設を整備。 

連続型の家事支援設備：家事・洗濯・入浴などを一括で行える連携施設。 

３事業部門にサウナ・リラクゼーションルームを設置。 

福利厚生施設の拡充により、従業員の生活環境・健康維持を支援 

- 労働組合は、従業員の権利保護や労働環境改善、福利厚生の拡充に積極的に取り組んでいる。 

・タイグエン鉄鋼 施設見学 

- 展示室や製鉄場、社員食堂の見学を行った。 

＜写真＞ 

  

 

  

 

 

 



70 

 

２．質疑応答 

特になし。 

 

＜集合写真＞ 
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第３部 
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第 18 回ＪＣＭ国際労働研修プログラム 

国内研修２ 

 

 

次第・プログラム 

 

2025年 12 月 18日 

 

 

 

 13：30 主催者挨拶 

 13：35 報告書の確認 

13：40 各自の研修目標の達成状況の振り返り 

      今後の目標設定と発表（グループワーク） 

14：50 休憩（10分） 

15：00 当プログラムから何を学び、どう活かすか？ 

－平川ＪＣＭ事務局次長／国際局長 

 16：00 休憩（15分） 

 16：15 自組織における今後の国際活動について 

       －各研修生からのコミットメント－ 

 17：20 まとめ 

－平川ＪＣＭ事務局次長／国際局長 

 

＊   ＊   ＊ 

 18：00 夕食懇親会 
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第 18 回 国際労働研修プログラム 国内研修２ 

 

■個人の課題設定と達成状況 

氏名 研修で達成したい

ことや目標・目的 

設定した目標に対する、ベトナム研修帰国後の達成状況や所感 

１班   

白谷 拓也 海外労働組合の考

え方を学びオルグ

先の海外労使問題

の解決に向けたサ

ポートをできるよ

うにする。 

目標のオルグさきの海外サポートについては現在実施しておりま

して、達成かどうかは判断できません。 

ただ今回の研修でとても知見が広がりました。労働組合の基本的

な考え方は日本と何も変わらないのがよく分かりました。 

お国柄社会主義なので労使交渉などはなく決められていくとおも

いましたが労使交渉もして労働環境、賃金、働き方、を労使でよく

していこうという思いも伝わりました。 

我々がいま、日本の組合に対してしているサポートがそのまま海

外労働組合にも活かしていけるとおもいます。 

齋藤 純一 目標 海外労使関

係の実態を把握、

理解を深めていき

たい 

目的 自組織団体

の加盟組合にも海

外労使関係の状況

を共有し、理解を

深めてもらい、加

盟組合が海外組合

との繋がりを作っ

てもらいたい 

今回のベトナム研修について、12/16(火) 中執にて報告・加盟組

合にも情報共有を実施 

ベトナムの労使関係について、非常に日本の労使関係と似ている

部分があったと感じた 

また、組合が与える影響の大きさについて勉強になった 

若者が組合に関心を持ってもらえるような魅力発信の仕方につい

て見習うことが重要とおもった 

神岡 渉 日本の労使関係と

の違いとその成り

立ちを理解する。 

前提として、ベトナム共産党指導の下で、明確に労働組合の役割が

設定されていることや、そのことを使用者側も認識していること

で、使用者からの理解が一定進みやすい環境にはあると理解した。 

その上で、ベトナムにおいても、労使が共に良好な労使関係を築こ

うとしていることは基本的に同じであることを学んだ。その中で、

労働組合が企業生産性向上の活動、労働者教育（リスキリング）な

どに積極的に取り組んでおり、労使にとっての価値提供・発揮をし

ていることが労使関係の発展に寄与していると考えた。 
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また、組合員の声を集めるルートを整備した上で意見・不満を収集

し、その声を使用者に伝えることへの責任を強く持っている印象

を受けた。 声を伝えて改善を進める活動によって、使用者とも組

合員とも信頼関係を構築していっていると捉えた。 

山下 郁美 ベトナムという国

やそこで働く人達

について学び、理

解を深める。 

グローバルな視点

で物事を見ること

を意識し、日本と

の違いや自組織と

の違いについて学

び、今後の自組織

において生かせる

ものを持ち帰る。 

制度的な面やそもそもの社会構造の違いなど、ベトナムという国

への理解が足りない部分もあったが、今回の研修を通じて、それぞ

れ事情は違っても、働きやすい環境づくりや労働者の幸せの追求

など、共通する考え方をもって取り組んでいることを多く知るこ

とができ、理解が深まったと感じた。 

今回の交流で、ベトナムの方々がきちんと前を向いて、さまざまな

取り組みを楽しみながら進めているのが伝わってきて、私自身も

そうありたいと思ってはいるものの、目の前のやるべきことに終

始してしまったり、できていないことに意識が向きがちだと感じ

たので、どうなりたいか、どうしていきたいかを考え、組織がいい

方向に進むよう、少しでも行動に移していきたい。 

横山 和広 1.海外の労働運動

と違いを学び 

組合としての知見

を広げたい。 

2.労働組合として

のどんな想いがあ

るのか知りたい。 

「海外の労働運動の違いを学び、組合としての知見を広げたい」 

・所感 

ベトナムの労働組合の取り組みは、日本とは制度・文化・歴史的背

景が大きく異なる一方で、労働者の生活向上や職場環境の改善に

向けて真摯に取り組む姿勢は共通しており、非常に刺激を受けま

した。特に、地域社会や行政との連携の強さ、組合の発信力、若年

層へのアプローチ方法などは、日本の取り組みと比較するうえで

大きな学びとなりました。 

今回の研修会によって、海外労働運動の現場を「知識として理解す

る」から「実際の空気感として捉える」段階に進むことができたと

感じています。 

・達成状況 

現地での組合訪問や意見交換を通じ、日本とは異なる組織運営・活

動スタイルを直接学ぶことができた。 

組合活動の課題や強みを客観的に見直す視点を得られた。 

→目標は十分に達成。視野・知見ともに広がったと実感。 

・目標② 

「労働組合としてどんな想いがあるのか知りたい」 

・所感 

研修会を通じて、ベトナムの組合が大切にしている「労働者の生活

水準向上」「社会全体の発展への貢献」「地域とともに歩む組合づく
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り」といった想いを、言葉と行動の両面から感じ取ることができま

した。 

また、役員の方々の真摯さや、組合活動に対する強い使命感に触れ

ることで、国が違っても組合の根底にある価値観には共通する部

分が大きいことを実感しました。 

・達成状況 

組合の理念・重視している価値観・活動姿勢について、具体的に聞

き取ることができた。 

組合員の生活向上への“原動力となる想い”を直接感じる機会とな

った。 

➡ 目標は達成。相手国組合の理念を理解できた。 

・まとめ 

今回の研修は、海外の労働運動の違いを学ぶという目的、そして現

地組合が大切にしている想いを知るという目的の両面で、十分な

成果を得ることができた。制度や文化が異なる中でも、労働組合の

根底には共通する使命が存在することを改めて認識し、今後の組

合活動の取り組みに活かせる視点を多く得られました。 

２班   

山内 一輝 海外の労使関係に

ついて、現地での

生声・実態を把握

する。（経営が労働

組合に期待してい

る役割、課題など・

労働組合が経営の

事をどのように捉

えているのか） 

今回の研修では、政府と労働組合の関係性や、政府が組合に期待す

る役割について学ぶことができ、大変有意義でした。当初は、社会

主義国家では労働組合が日本と異なる役割や目的を持っていると

考えていましたが、ベトナム労組との交流会で「組合員とその家族

の幸せのために活動している」という発言を聞き、日本の労働組合

と共通する目的を持っていることに驚きました。この経験を通じ

て、国や体制が違っても、労働組合の根本的な使命には共通性があ

ることを再認識しました 

横山 秀積 産別本部は海外紛

争発生時の立ち位

置が仲介になりが

ち。現地の事情、特

性を把握したうえ

で、対応の最適解

を模索し、提案す

るための知見を得

られるような機会

ベトナムの労働組合は、産別、ナショナルセンター、党との連携も

強く、労働政策に関する指令、施策に対する会社経営側との調整機

能の役割が強い印象を受けた。また訪問したタイグエン鉄鋼労使

も強固な一体感があり、ベトナム独特の集団的労使関係の環境が

あるように見受けられた。 
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としたい。 

松下 由明 ベトナムの組合員

が何を考え、何を

目指しているのか

を知りたい。ベト

ナムはこれから大

きく発展していこ

うとしている国で

あり、低成長時代

に入っている日本

とは違うのではな

いかと思われる。

彼ら考えが我々と

どう違うのか、彼

らから学べるもの

を見つけたい。 

ベトナムの一般組合員と直接交流する機会はなかったものの、労

組幹部の話を聞き、法律の制定や仕組みづくりにまで、労働組合が

直接関与する体制になっている点に日本との大きな違いを感じ

た。一方で、ベトナムの労組の発表の中に「組合と会社は両輪」と

いう例えが複数回出てくる等、我々の活動との共通点も多く感じ

られた。 

三輪 航平 他国（ベトナム）の

社会情勢や経済情

勢を実際自分の目

で見て感じる。な

かでも労働組合が

どういう活動をし

ているのか？組合

員がどういう課題

を持って仕事をし

ているのかを直接

話を聞いて知見を

広げていきたい。 

加えて、組合員の

諸課題に対して労

働組合役員として

の対応を知り、自

分自身の業務は落

とし込める部分を

吸収して帰国した

い。 

ベトナムの文化として、交通量が多くなる朝の時間は出勤、通学の

時間を調整したり、仕事の合間にカフェで休憩できるなど働き化

について柔軟であると感じた。労働者と組合のコミュニケーショ

ンがしっかりと図られており組合員の課題を会社に 100％伝える

事で多くの課題解決につながっている。（組合員から問い合わせが

あれば夜中でも喜んで対応する・・・との事）そうした中で企業、

労働組合、組合員の関係は『絶対的な信頼関係』が構築されている

印象を受けた。また労働者へのフォローとして様々なイベントや

祝日、表彰、プレゼントを準備し、組合員の満足度を高めていると

感じた。 

組合員の最大の課題は日本同様に、基本賃金の底上げであると感

じた。日本では春闘を通じて企業との交渉の中でベースアップや

諸課題の解決に繋げているが、ベトナムは、企業と政府との交渉に

労働組合も立ち入り、大幅な賃金改善も数年も継続し 5 年で 20％

も上昇している事実に驚いた。労働組合はもちろん国としても労

働者を支援している印象を抱いた。現状の賃金とこれまでの賃金

改善について現場で働く労働者の生の声を聞いてみたかった。 

ベトナム国内の組合員数約 1000 万人という組織力を維持・向上す

る声掛けとして、「組合員になることでのメリット」を伝え続け、

それ対価に組合員が労働として応えることで成り立っていること
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日本では休日と賃

金の課題が大きい

と認識している。

ベトナムの最低賃

金は日本より大き

く下回ってる中で

の現地組合員の生

の意見を聞いて、

単組に展開した

い。 

をふまえると、冒頭でも記載した『絶対的な信頼感につながる』も

のだと考える。 

日本の労働組合と組合員の関係は良好という関係ではないという

風に感じており、「労働組合は何をしているのか分からない」とい

った意見もよく聞かれる。組合員でいることのメリットを伝え方

も含めて単組の中で審議し、１人でも多くの組合員に満足しても

らえる労働組合にしていきたい。 

湯浅 将一 海外の労使関係や

組合活動における

課題や好事例を理

解・把握し、自組織

に展開できる好事

例や工夫を持ち帰

る。(その後、より

効果的かつ魅力あ

る組合活動の実現

をめざしていく。) 

今回のベトナム研修を通じて、海外における労使関係や労働組合

の役割、活動実態や日本との違いについて理解を深めることがで

きました。特に日本との違いについては組合員の労働組合に対す

る興味・関心、期待度が大きく異なると感じました。 

国や制度、文化の違いから、そのまま導入することが難しい点もあ

りますが、考え方や工夫のエッセンスは十分に持ち帰ることがで

きました。今後は、本研修で得た知見を役員間で共有するととも

に、自組織の実情に合わせてアレンジしながら、より効果的で魅力

ある組合活動の実現につなげて取り組んでまいります。 

３班   

今井 雄太 ベトナムの労働組

合の活動や役割つ

いて、現地で話を

聞き日本の労働組

合とどのように違

うのか知る。 

ベトナムの労働組合は、日本の労働組合とは異なり、国の政策づく

りや労働法の整備にも関わる大きな役割を担っていることを、現

地での話を通じて知ることができた。労働者の声を国の制度づく

りに生かしやすい仕組みがあることは非常に印象的であり、今回

の研修で掲げた「ベトナムの労働組合の特徴や日本との違いを知

る」という目標は達成できた。また、交流会の中でベトナムスズキ

労働組合の方々と直接交流を持つことができ、同じスズキで働く

仲間としてのつながりを持つことができた。今回築いた関係を一

過性のものにせず、今後も交流を継続していくことを意識しなが

ら、継続的な関係づくりを目標に組合活動に取り組んでいきたい。 

四谷 勇磨 ベトナム・JCM 他

単組の労働組合の

状況、取り組みを

知り、自単組に活

かせないか考え

ベトナムについて今後の情勢や日本との労働組合活動の違い、実

際の現場状況を知ることができた。アズビルとして今後、更なる海

外展開をしていく中で、労働者側から見た視点を会社との協議の

場で届けていきたい。 

他単組の取組みについて労連の取組みや組合員関与度向上に向け
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る。 た取り組みを知ることができた。自単組に持ち帰り、組合活動の活

性化に向けて議論したい。 

沖津 巧士 今回の研修を通じ

て偏っているであ

ろう自身の視野を

広げ、以降の活動

に活かしたい。 

労働組合と党の関係性、労使関係の在り方など日本との大きな違

いに、率直にいうと違和感がありました。 

ただ、これも私の偏った考え方、ものの見方だという事も実感でき

ました。 

今回が初めての海外労働組合との交流となり、戸惑うことも多く

ありましたが、VGCL の皆さま、VUIT の皆さまの 

JCM に対する心からの歓迎（おもてなし）を目の当たりにして、

戸惑いや不安は和らぎ、通訳を介しての会話も 

楽しくすることが出来ました。 

初対面、言葉が通じない、文化の違いなど色々な不安がありました

が、ベトナムの皆さまと心は通じたと勝手に思っています。 

この VGCL の皆さま、VUIT の皆さまの様な想いを持って組合員

と接する事が出来れば、より良い組合活動を進めて行くことが 

出来ると感じ、今後の組合活動に活かしてまいります。 

方波見 祐基 1.ベトナム労働組

合の労使関係学

び、日本の労働組

合と比較すること 

2.ベトナム労働組

合の活動内容を理

解する。 

労使関係については、ベトナム労組交流の中で学ぶことができた。

VUIT 加盟組合は労使関係が健全であり、労使話し合いの場をし

っかりと設けていた。またベトナムでは会社と組合だけでなく国

や党の影響が強くトップダウンによる政策（企業に必ず女性活躍

のための委員会を設置するなど）が強い印象を受けた。 

労使関係のいい事例だけでなく、労使紛争が発生した場合どのよ

うな件で？どう対応したのか？確認できればより良かったと思っ

ている。 

活動内容についても十分学ぶことができた。組合員の家族にも十

分配慮されており、優秀な組合員の子供を表彰するなど日本との

違いを感じられた。 

４班   

真崎 義隆 1.近年、重大災害の

報告が多く、ベト

ナムでの安全に対

しての取り組みつ

いて確認したい。2.

現地で働く日本人

労働者のイメージ

どう思われている

目標に対して（安全対策、働き方について）達成出来ていないが、

現地の方との意見交換の中で「安全面では十分に寝ずいていない

印象を受けた。また、日本人労働者の勤勉さや安全意識は高い評価

だった。 
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のか？確認した

い。 

林 卓哉 1. ベトナム国内で

の組合活動、特に

労使協議や組合員

の課題解決につい

てどのように取り

組んでいるかを理

解することで、自

組織の活動に活か

す。 

2. 社会主義で活動

に制限が生じてい

るであろうベトナ

ムで、どのように

組合員の利益最大

化とのバランスを

とっているか、理

解する。それによ

り、制限がある中

での活動方法につ

いて学び、自身の

業務に活かす。 

3. 地域レベルでの

組合がメインとな

るベトナムで、地

域特有の課題に対

して特にどう政治

的な働きかけを行

い、解決を目指し

ているか理解す

る。 

4. 現地の組合役員

との交流を通し

て、日本人と外国

人の考え方の違い

を理解し、ダイバ

ーシティ推進に活

1. ベトナムでの労使協議や課題解決のため、基本的には日本と同

様に組合員との対話を重視し、意見の吸い上げを行うことが理解

できた。また、製造業が主産業であるベトナム労組の現場では紙で

の意見収集を行うなど効率的な意見収集の仕方に苦慮しており、

ビックデータや IT 技術の活用が期待されている、との話もあっ

た。我々は現状 Web フォームやチャットアプリによる意見投稿な

ど、IT 化はベトナムと比べて進んでいる方だが、さらなる効率化

に加え、組合員から対面で意見を聞くことの重要性も改めて考え

直す必要があると感じた。 

2. ベトナムは社会主義国家であり、会社活動だけでなく組合活動

にも共産党の影響化にあることを現地労組の説明により改めて実

感した一方で、組合員への還元、特に働く環境や賃金については会

社側も積極的に改善を図っていることを理解した。これはベトナ

ムの経済成長率が急激に伸びていること、それに合わせて最低賃

金の金額も上昇していることから、会社としても環境改善が従業

員確保の大きな要素となっているが、それに加えて組合からの積

極的な意見提言がより効果的な改善に寄与していると感じた。特

に組合員の家族を巻き込んでの表彰やイベント参加等は、我々も

実行したくてもイベント規模的になかなか実行が難しい部分もあ

り、本当に組合員の満足度を高める施策は何なのか、改めて考えて

行きたい。 

3. 政治への働きかけという観点では、労働組合が直接政策立案に

携わるなど、政治への参画の仕方が日本の労働組合とは異なると

いう印象を受けた。上述の通りそもそも組合活動が共産党の影響

下にある、という違いはあるものの、日本では単組で吸い上げた意

見を上部団体にて取りまとめて政策提言の形で提出する、という

形をとることが多く、効率的な議論という点ではベトナム側のプ

ロセスが好ましいと感じた。今後、単組としてできることとして

は、例えば国会議員との協議の場を増やし、そこで現場の課題をイ

ンプットする等、より直接的な働きかけが出来ないかどうかを検

討する等、今回の学びを活かしていきたい。 

4. 交流を通して、ベトナム人は個人のレベルでは日本の良いとこ

ろを積極的に吸収し、自身の活動に活かしたいという強い思いを

感じ取った。一方で、公の場での発言という観点では日本人以上に

遠慮してしまいなかなか質問が出ない、という場面もあったので、

コミュニケーションを通して如何に相手の真意を理解し、それに



80 

 

かす。 真摯に回答を行うかが職場でのダイバーシティ推進にもつながる

と感じた。 

川邊 隆二 海外の労使関係や

労働条件、組合で

の活動を見て聞い

て、知見を広げる。 

異文化の方と積極

的にコミュニケー

ションを取りた

い。 

労働環境については、雇用契約や法定労働時間など、ベトナムにお

ける働き方がこれまでの取り組みにより改善傾向にあることを理

解した。一方で、失業率は依然として高く、高年齢労働者や女性の

雇用対策については日本と同様に取り組みが進められていること

も確認できた。労使関係については、労働条件や賃金・福利厚生の

改善に向けて議論が行われ、さまざまな課題に対して対話を重ね

ながら改善に取り組み、友好的な関係を築きつつ課題解決を進め

ていることを理解した。また、組合員から挙がった事案は労使間で

共有され、すべての事案に対して早急かつ計画的に対策が実施さ

れていることも、友好な労使関係の成果であると感じた。加えて、

組合活動ではクラブ活動やスポーツ大会の開催、社会貢献活動が

盛んに行われ、幅広い世代の組合員が参加することで健康増進や

チームワークの醸成にも寄与しており、職場環境の活性化や組合

の結束力向上にもつながっていると感じた。この研修を通じて、ベ

トナムにおける労働環境や労使関係の現状を学ぶことができた。

今後は、研修で得た知見を自組織の活動に活かし、職場環境の改善

を図るとともに、職場内のコミュニケーション促進にも一層取り

組んでいきたい。 

能條 将大 ベトナムの労働環

境や労使関係、組

合活動の現状を学

び、国際的な視野

を広げ、自組織の

今後の活動や職場

環境改善につなげ

たい。 

ベトナムの労働組合の活動で何を大事にして取り組みを行ってい

るか、どんな活動の内容をしているかを知り、日本との違いや、共

通することを知ることができた。 

会議の場での質疑はできてはいないが懇親会などを通してしっか

りと交流することができた。 
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■グループワーク：今後取り組んでいけそうなこと 

 

＜１班＞ 

■短期的に取り組めそうなこと 

・現地の生声をしっかり聞く、面着で話を聞く。 

ベトナム研修前はイメージで国が主導で労働組合は機能していないなど思っていたが実際は

違った。まずは我々が意識を変えて生声や面着で寄り添い活動を実施する。 

・組合員の声を吸い上げる制度など、直接的に言えない組合員にも寄り添うために目安箱な

どを設置する。 

・若者が組合に関心持ってもらえるように魅力発信する。 

■中長期的に取り組んでいくべきこと 

・組合活動の改革 

 紙ベースの広報紙などではなく SNS の活用や WEB 化など。 

・労働者教育（リスキリング）の活性化 

・多様性の取り組みでグローバルな組合員化を図る 

 外国人労働者など 

 

＜２班＞ 

■短期的に取り組めそうなこと 

課題設定 

① 組合員の期待の声（期待感）が日本よりベトナムのほうが高い。 

→期待感を持てる組合であるために何ができるか。 

組合員の声として上がった課題解決のための道筋をうまく立てられていないのか。 

歩留まり８割の課題解決率は難しい。 

 

期待感とは？ 

期待されていると感じるか？  

現場からの声を掬い上げて使用者側に届けていくことができているか（特に外国人労働者／

期間工など）。 

組合員への還元、家族を含めた支援 

より手厚い還元があったほうがいい？（イベントの行事など） 

 

組合活動を知ってもらえてないことが期待感の喪失につながっている？ 

組合活動を知ってもらおうとする機会創出は多いつもりだが接点が少ない 

 

Tips チェコの例 

個人の組合費負担は低額だが加入率が低い。 

好事例の積み重ねを経て加入率を上げていきたい。 
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■中長期的に取り組んでいくべきこと 

① 政治的な力関係を変えていく。労働者政策の強化をしていく必要がある。 

② 国内本社側からの労使関係の構築の手伝い。良好な労使関係をもとに組合加入率を高める

取り組みをしていく。 

 

＜３班＞ 

■短期的に取り組めそうなこと 

・今回、得た貴重な経験を自単組、自産別に持ち帰って来年以降の国際研修プログラムの参加

を勧める。 

・自単組の海外担当が行っている駐在員の状況確認に加えて、海外ローカル社員の状況や海

外現法での労働組合の結成状況についても確認するなど、仕組みを作っていく。 

（現状では、日本企業の組合と現地企業の組合のコネクションがなく、各種機関を通るため処

理が複雑になり議論がなかなか進まない。コネクションを作ることで情報整理を行いやすく

なる。） 

■中長期的に取り組んでいくべきこと 

・定期的な交流や情報交換など上記でできた仕組みをしっかりと運用していく。困ったこと

があれば日本側からも仲間として手助けしていく 

・海外の状況を日本にいる組合員にも届けていくことでグループ全体の一体感を醸成する。 

（実際に現地に行ってみないとわからない情報が多いので、定期的に視察に行く。必要に応じ

て WEB での確認も併用できる） 

 

＜４班＞ 

■短期的に取り組めそうなこと 

・ダイバーシティ推進の取り組み。組合員・外国籍組合員とのコミュニケーションのあり方、 

互いの理解の必要性、考え方を伝えていく 

 コミュニケーションの取り方、教え方もさまざまなツールを活用していく必要がある。 

 現地社員と出向者とのコミュニケーションについて、組合としてフォローしていく。 

 自分の会社の海外拠点の対応。現地の声を集約し、会社へ働きかけ、辞めない工場を目指す

（福利厚生・給与）。 

・政策実現  

継続的に言い続けることが必要 

■中長期的に取り組んでいくべきこと 

・国に対し、現地の文化について理解と教育を働きかける。 

 人権 DD への意識、組合としても注視し、労使協議の中でテーマに取り上げる。 
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2025年１月 22日発行 

全日本金属産業労働組合協議会 

（金属労協・ＪＣＭ） 
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